１　平成24年度事業について
（１）文化財関係
ア　内津文化財祭
内々神社が所蔵する県指定文化財の社殿や庭園等を公開し、より多くの市民に文化財への理解を深め啓発を図るため、開催した。
《開催概要》
開催日　５月13日（日）
場　　所　内々神社
参加者数　850人
イ　「郷土誌かすがい」発行
郷土史等の調査研究の発表の場とするとともに、市民が郷土の歴史や文化財に親しめるように発行した。
第71号(11月１日)　2,500部発行
ウ　文化財防火デー
貴重な史跡や文化財を保護・記録保存し、次世代へ継承するため、文化財防火デーに合わせ、防火訓練及び防火査察を実施した。
《防火訓練開催概要》
開催日　１月23日(水)
場　　所　密蔵院
参加者数　200人
　エ　文化財ボランティア育成
市内の貴重な史跡や文化財の保護・啓発を推進するため、文化財ボランティア活動を支援するとともに、文化財ボランティアの資質向上のため、ステップアップ研修を開催した。
《実施概要》
開催日　６月22日（金）、７月13日（金）、８月31日（金）、９月21日（金）
11月２日（金）
参加者数　46人
オ　指定文化財・郷土芸能保存
市内の指定文化財や郷土芸能の保存・保護を図るため、環境整備や保存整備などに対し、補助金を交付した。
《補助実績》
史跡、名勝等復旧整備事業補助　　　　　　　１団体
史跡等環境整備事業補助　　　　　　　　　　４団体
無形民俗文化財後継者育成補助　　　　　　　２団体
無形民俗文化財用具等修理・購入補助　　　　２団体
建造物火災報知設備点検補助　　　　　　　　４団体
郷土芸能（保存・伝承）補助　　　　　　　３２団体
郷土芸能（用具の修理・購入）補助　　　　　６団体
（２）民俗考古関係
ア　ハニワまつり
市民参加によりハニワを制作･野焼きし、ふれあい緑道（ハニワ道）と二子山公園内にあるハニワの館に設置した。あわせて体験工房等を開催した。
《開催概要》
開催日　10月27日(土)
場　　所　二子山公園
参加者数　9,500人
イ　春日井シンポジウム
郷土の歴史に対する市民の理解と認識を深めるとともに、全国レベルの考古・歴史に関するシンポジウムを開催した。今回は、「この国の歴史と形～東海学を視座にすえてⅡ～」をテーマに講演・討論を行った。
《開催概要》
開催日　10月６日（土）・７日（日）
場所　市民会館
参加者数　1,350人
ウ　民俗考古調査
⑴ 出土遺物・調査資料の整理
発掘調査で出土した遺物や調査記録を整理し、県指定史跡白山神社古墳の発掘調査成果を報告書として発行した。
⑵ 民俗聞き取り調査
市内の自然に関する風習や伝承について聞き取り調査した結果をまとめ、報告書を発行した。
⑶ 資料の収集、整理、保存
かつて日常で使われていた、衣食住及び生業に関する資料を中心に調査・収集し、知多収蔵庫資料の再整理・処分を行った。
エ　文化財特別展
文化財愛護思想を普及啓発し、文化財への理解を深めるため、考古・民俗・歴史関　　係の資料について、展示を行った。
《実施状況》
	考古企画展
「春日井の古代史事始Ⅴ」
	下原古窯跡群を始めとする市内の窯業資料を中心に窯業生産の歴史について展示・解説した。
開催期間　９月26日(水)～10月８日(月)
会　　場　文化フォーラム春日井　視聴覚ホール
来場者数　1,316人

	民俗企画展
「調査報告書『春日井の自然と人々のくらし』から」
	市内東部地域及び庄内川流域での自然とくらしについての聞き取り調査結果をまとめた報告書の内容を紹介した。
　開催期間　１月19日(土)～２月10日(日)
　会　　場　中央公民館民俗考古展示室
　来場者数　580人
開催期間　２月20日(水)～３月７日(木)
　会　　場　市役所１階市民ホール
　来場者数　1,526人


オ　埋蔵文化財調査
⑴　国庫補助による埋蔵文化財の試掘・確認調査及び「概要報告書」の発行
新規区画整理事業（庄名・熊野桜佐地区）や個人住宅等各種開発行為と埋蔵文化財についての事前調整を図るため、試掘・確認調査を行った。また、調査の概要をまとめた概要報告書を発行した。
《実施概要》
確認・試掘調査　田楽城跡始め開発等に伴う確認・試掘調査、庄名町地内試掘調査
⑵　国庫補助による埋蔵文化財資料の整理及び保存・活用
過去に実施し発掘調査によって出土した遺物を再整理し、展示等普及啓発活動での

活用ができるよう台帳を作成した。
《実施概要》
　　高御堂古墳・松河戸遺跡台帳作成
カ　民俗考古体験
⑴　民俗考古展示室
　「調べ」「学び」「体験」のできる展示室として、民俗・考古について展示を行い、常設展示に加え、体験・企画展示室において企画展を開催した。また、森浩一氏より寄贈された図書及び資料を「森浩一文庫」で一般に公開した。
　　民俗展示室：昔の農具や生活用具等を展示
　　考古展示室：市内遺跡から出土した遺物を展示
　　体験・企画展示室：企画展８回
	企画展名称
	開催期間
	見学者数(人)

	春の企画展「春日井の古墳散策」
	３月24日(土)～４月15日(日)
	182
（４/１～

	収蔵品展「端午の節句」
	４月21日(土)～５月13日(日)
	236

	出土品展「春日井の前期古墳」
	５月19日(土)～６月10日(日) 
	349

	森浩一文庫展示「天皇陵古墳と松本清張」
	６月16日(土)～７月15日(日)
９月22日(土)～11月４日(日)
	698

	夏休み企画展「文化財ってなあに？～守り伝えよう　未来にむけて～」
	７月21日(土)～９月16日(日)
	553

	冬休み企画展「むかしのくらし再発見～昭和初期の小学生～」
	11月10日(土)～１月13日(日)
	1,304

	収蔵品展「ひなまつり」
	２月16日(土)～３月10日(日)
	964

	出土品展「くらべてみよう　いろかたち　土器のうつりかわり」
	３月16日(土)～５月12日(日)
	147
(～３/31)


⑵　民俗・考古展示
考古･歴史･民俗資料を展示し、市民の郷土学習の場を提供した。
四つ建て民家：移築した古民家内に昔の生活用具を展示
ハニワの館：二子山古墳から出土した埴輪等を展示
⑶　親子体験教室
古代の技術や昔ながらの遊びの体験等を通じ「歴史」「民俗」への関心を深めてもらうため、親子体験教室を実施した。
《開催概要》
	名　　称
	開催日
	参加者数(人)

	子ども文化財探検隊　
学ぼう・つくろう・かいてみよう
	８月10日(金)
８月18日(土)
８月22日(水)
	57

	あんぎん編みでコースターをつくろう！
	12月１日(土)
	33

	簡易織機で花びん敷きをつくろう！
	12月８日(土)
	24

	まゆでおひなさまをつくろう!
	２月17日(日)
	36


　　⑷　出前授業
　　　　小中学校　22校　1,773人
　　⑸　講師派遣
　３講座　56人　
　　⑹　春日井古代史講座
　　　　春日井の歴史について関心を深めてもらうため、春日井古代史講座を実施した。
　　　　年間テーマ　春日井の前期古墳Ⅱ
　　　　開　催　日　上半期　５月26日(土)、６月９日(土)・30日(土)
　　　　　　　　　　下半期　２月２日(土)・９日(土)、３月９日(土)
　　　　参　加　者　延べ560人
キ　郷土館・文化財管理
郷土館の維持管理や二子山古墳を始めとする市内の史跡等の文化財の適切な管理を行った。
２　平成25年度事業計画について
（１）文化財関係
ア　内津文化財祭
内々神社が所蔵する県指定文化財の社殿や庭園等を公開し、より多くの市民に文化財への理解を深め啓発を図る。
《開催概要》
開催日　５月12日（日）
場　所　内々神社
イ　「郷土誌かすがい」発行
郷土史等の調査研究の発表の場とするとともに、市民が郷土の歴史や文化財に親しめるように発行する。（年１回発行）
ウ　文化財防火デー
貴重な史跡や文化財を保護・記録保存し、次世代へ継承するため、文化財防火デーに合わせ、文化財を火災等の災害から守る訓練等を実施する。
エ　文化財ボランティア育成
市内の貴重な史跡や文化財の保護・啓発を推進するため、文化財ボランティア活動を支援するとともに、文化財ボランティアの資質向上のため、ステップアップ研修を開催する。
オ　指定文化財・郷土芸能保存
市内の指定文化財や郷土芸能の保存・保護を図るため、環境整備や保存整備などに対し、補助金を交付する。
カ　愛知県民俗芸能大会
民俗芸能を披露する機会を提供し、民俗芸能の保存・伝承のあり方などについて考える機会とする。
《開催概要》
開催日　９月８日（日）
場　所　春日井市民会館
（２）民俗考古関係
ア　ハニワまつり
市民参加によりハニワを制作･野焼きし、ふれあい緑道（ハニワ道）と二子山公園内にあるハニワの館に設置する。あわせて体験工房等を開催する。
《開催概要》
開催日　10月26日（土）
場　所　二子山公園
イ　民俗考古調査
⑴　発掘調査、出土遺物・調査資料の整理
区画整理事業等で破壊されるおそれのある埋蔵文化財について発掘調査を実施し、出土遺物・調査記録を整理する。また、調査成果をまとめた高御堂古墳発掘調査報告書を発行する。
⑵　資料の収集、整理、保存
かつて日常で使われていた、衣食住及び生業に関する資料を中心に収集し、整理・記録する。
ウ　文化財特別展
文化財愛護思想を普及啓発し、文化財への理解を深めるため、考古･民俗･歴史関係の資料について、年２回展示を行う。
エ　埋蔵文化財調査
⑴　国庫補助による埋蔵文化財の試掘・確認調査及び「概要報告書」の発行
新規区画整理事業（庄名・熊野桜佐地区）や個人住宅等各種開発行為と埋蔵文化財についての事前調整を図るため、試掘・確認調査を行う。また、調査の概要をまとめ、報告書として発行する。
⑵　国庫補助による埋蔵文化財資料の整理及び保存並びに活用
過去に実施した発掘調査で整理が不十分な資料について再整理を行い、展示等普及啓発活動での活用ができるように整備する。
オ　民俗考古体験
　民俗考古展示室を「調べ」「学び」「体験」できる展示室として充実を図る。郷土の歴史や民俗への関心を深めるため、古代史講座や親子体験教室等の講座を開催する。
カ　郷土館・文化財管理
　　　郷土館の維持管理や二子山古墳を始めとする市内の史跡等の文化財の適切な管理を行う。
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